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「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.11 別冊 シンポジウム・研究会 編 
 
144 
学生 17：途絶えてしまい、でも、ひょいと立ち上がるということは自分の意思で、よし立ち上が
ろうとか、力の向きを変えるぞというふうに語りかけて立ち上がる訳ではないという感じで
すか。その力が途絶えて、なおかつ。 
岩下：それで、こうやって、よし、えいっ！という感じでしょうか。えいっ！と言って、もう跳び
越えていますが。跳び越えてしまっています。その前にこう来て、あれ、どこに行ったらい
いのかな。道がないんです。そこで、えい！とやると、ぴょんと跳んでしまって、また始め
られるのですが、その間は全然つながっていません。離れています。そんな感じです。 
 
学生 18：同じイメージや情動が起こって、それを救出するような心の働き等が起こることはあり
ますか。要するに、「自分が踊っているときにイメージを拒絶する」と先ほど言っていた。 
岩下： 今日、踊り始めたときに、右に行こうかなというのが最初に来てしまったのです。それ
は違うなと思ったら、ぽんと左に行ったのです。右に行こうとする自分を拒絶しました。そ
の感覚はありました。一瞬先に思考が入ってしまったのです。で、これは違うと。そして、
初めに転がってしまったから、今日は寝そべった姿勢がやや多かったと思います。どういう
状態で始まるかというのが、かなり後の流れを決めていくのです。最初、右を拒絶した後は、
左に倒れて、これはいいが、さっき、おまえ、一瞬考えただろうと。 
鈴木：結構自己反省が入りながら踊られていたのですか。 
岩下：そうです。始まりとこてんとなった後以外は、それほどでもありませんでしたが。 
鈴木：不連続というのは入らざるを得ないということですね。 
岩下：そうです。必ず来ます。 
鈴木：情動とはまた別に、喜怒哀楽のような感情というのは絡みませんか。 
岩下：たまに出てきます。それが常にある訳ではありません。また、喜怒哀楽に分けられない感
情のようなものが出てくることもあります。 
鈴木：それは環境に左右されるとか。 
岩下：そこで起こっていることに様々に左右されます。一番影響されるのは、お客さんが帰って
しまったりすると、ああ、と。 
鈴木：少し悲しみが出てくる。 
岩下：そう、少なからず。でも、それはまたその後で生きてくる。 
鈴木：それは素直な踊りです。 
岩下：お客さんが帰ってうれしい人はいませんからね。 
鈴木：ではこれで質問を終わります。岩下さん、今日はありがとうございました。 
岩下：ありがとうございました。 
